
 

 

 

 

 

 

いよいよ、令和７年度（２０２５年）が始まりました。 

昨日、新入児が入学式を無事に終え、今年度の児童が全員揃ったところです。 

新入児の皆さん、保護者の皆様、「ご入学、誠におめでとうございます！」 

今年度は、全校児童２５７名のスタートとなりました。内訳は、特別支援学級児童を含め、１年生（１学

級３２名）・２年生（２学級４８名）・３年生（２学級４２名）・４年生（２学級４３名）・５年生（２学級５

２名）・６年生（２学級４０名）の合計２５７名になります。学級数は、特別支援学級（ふたば）を合わせ

ると、１５クラスとなります。 

１年生が初の１学級になり、和佐小学校では初めての単級になってしまいました。全国的に子どもの数が

減り、和佐でも減少傾向が伺われます。 

学級数の減により、教職員数も昨年度より２名少なくなりました。このたびの人事異動において、本校に

は３名の教諭が赴任しました。今年度は、右にある担任構成で、令和７年度の学校運営を進めていく所存で

いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、本校の教育目標は、『心身ともに健康で、自ら学び、地域と共に生きる子どもを育てる』です。 

よって、本校では、この目標に迫るために、教職員一丸となって日々の教育活動にあたる構えで、それを

追求する研究教科として「生活科・総合的な学習の時間」をあて、目標に迫る子どもの育成を図ろうと考え

ています。 

文科省のめざす子供像は、「目標に向かい、主体的に学ぶ子」・「多様な価値を認め、共に生きる子」・「困

難を乗り越えられる子」・「地域社会の一員であることを自覚する子」となっています。以前にも、この学校

だより等でも述べましたが、本校の児童は、「粘り強さや自信の無さ、自己肯定感の低さ」に課題があると

言わせていただきました。そうした要因もあり、やや学力の定着にも課題があります。その課題解決をしな

ければ、このようなめざす子供像には近づけられません。 

そこで、４年前より、本校では「生活科・総合的な学習の時間」を研究教科に設定し、興味関心のある教

材を学習することで主体的な学びの姿勢を培い、それを生かし、他教科においても粘り強く学習できる子を

育成することで、最終的には学力向上を図り自信をつけさせたいと考えています。 

ただ、そのためには、教室環境が大前提で、学級の人間関係づくりが学習の質を決定します。常に相手意

識をもち、礼節をもって相手を思いやる精神が必要だと思うのです。挨拶から始まり、思いやりのある言動

がある学級・学校でなければ、安心して自分の気持ちや意見を言える学習にはなり得ません。 

したがって、今年度も、「研究教科」と「学級づくり」を両輪と捉え、昨年度の反省も生かしながら、め

ざす子供像、教職員一同、力を合わせて課題解決に邁進する心構えでいますので、保護者の皆様、今年度も

学校教育活動にご理解とご協力いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

最後になりましたが、地域の皆様、学校関係者の皆様、昨年度もたいへんお世話になり誠にありがとうご

ざいました。私自身、校長として３年目となりますが、学校に対する地域の方々の温かいご支援があること

を身に染みて感じております。学校運営を応援してくださる地域の方々がいらっしゃる学校で勤められる

ことに心底感謝しておりますし、今年度も、地域の中の学校として信頼されるよう尽力する

所存でいますので、何卒、ご支援ご鞭撻いただければ幸いと存じます。 

それでは、保護者の皆様、地域の皆様、令和７年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

                          

（ 和佐小 校長 結城 将光 ） 
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